
令和６年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和７年３月２８日

（１）令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析
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②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）
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（３）令和７年度の方針【学校全体での取組】
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＜来年度に向けての方針＞
（１）年間を通した取組
〇児童への啓発
　ポスターや校内放送を活用し、各学年に応じた運動や遊びを紹介する。
〇教職員の情報共有
　各教職員が児童が意欲的に取り組めるような運動（遊び）について情報収集し、共有することで、実践に活かしていく。

（２）授業の工夫・改善
〇調査結果の活用
　調査結果を分析し、本校の強みや弱みを把握したうえで、主運動につながる適切な下位運動の取組を推進する。
〇ＩＣＴの活用
　・ICTを活用する。
　　　運動能力調査において『ＩＣＴを使った学習で「できたり、わかったりする」』の項目が高かったことに対し、ＩＣＴの活用を一層促
進する。運動の見本となる動きやの動画や、他校の実践等をデータとして共有フォルダに入れておくことで、いつでも教員が活用
できる体制を整え、さらなる体力。運動能力の向上を図っていく。

（３）家庭との連携
〇保護者への周知
　学級・学年だより等で本校児童の強みや家庭でもできる運動遊び等を紹介することで、家庭においても児童が運動に意欲的に
取り組めるようにしていく。
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①体力・運動能力面　全国（偏差値）との比較
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